
令和５年度病院事業経営計画（更新版）
【最終案】の変更点

資料２‐１
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（１） 要旨
令和５年１月20日開催の第３回病院経営外部評価委員会
における各委員からの御意見等を反映し，最終案（資料２-２）
とする。

（２） 変更箇所等について
最終案（資料２-２）の朱書き下線部分について，素案から
変更した。変更内容については次のとおり。

・ 委員御意見等の反映
・ 第３回委員会時調整中部分の追記
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（３） 委員御意見等に係る変更内容

No. 指摘 対象 当日回答 回答者 頁数 対応内容

1 がん医療

　「がん患者数（入院）」が指標になって
いるが，現在は外来でのがん治療が進
んでいるため，入院患者数に意味はな
いと考える。
　以前は指標としてＨＩＰＲＡＣへの患者
紹介数等も出ていたと思うが，高度医
療の中身が分かるような指標がよいと
考える。

広島
病院

　新たな指標を加えるなどしたいと考え
ており，例えば，がん手術件数や内視
鏡治療件数などの細分化した項目がよ
いと思っている。

板本
広島
病院長

13頁

　「がん患者数（入院）」及び「消化器ｾﾝﾀｰ
新規入院患者数」を削除し，「院内がん登
録件数（暦年）」，「手術支援ロボットによる
手術件数」及び「内視鏡的粘膜下層剥離術
件数」を新規に追加した。

2 在院日数

　「入院期間Ⅱ超え割合」の目標数値
が25％になっているが，今年度の実績
見込みが25％を下回るのにもかかわら
ず目標を低く設定するのは違和感があ
る。目標は実績よりも高く設定して，
ジャンプして届くぐらいの数値を設定す
るべきである。

広島
病院

　令和４年度診療報酬改定おいてＤＰＣ
の管理期間が疾病の1/3ぐらいで短くな
り，20％の目標が実際には困難になっ
たため再設定した。

板本
広島
病院長

14頁

　令和４年度診療報酬改定おいてＤＰＣの
管理期間が短縮されたことに加え，広島病
院は機能評価係数Ⅱの効率性係数が特定
病院群の中で全国上位（181施設中８位）あ
るため在院日数をより短縮することは困難
であるが，目標数値は令和４年度を上回る
23％とする。

3 医療提供体制

　本文記載について，記載されているア
ウトリーチクリニックや感染症対策に係
る支援など，積極的な行政のモデルが
示されているので，更に安芸津病院の
本来のあり方あるいは求められている
姿に取り組んでいるという状況を示すと
よいと考える。

安芸津
病院

　アウトリーチクリニックを積極的に展
開しているが，更に新たな診療科の参
画が可能かどうかをずっと模索している
ところであるとともに，特殊外来として骨
粗鬆症外来の患者数が順調に増えて
いっているので，宣伝の場を広げてい
ければと思っている。

後藤
安芸津
病院長

５頁

次の文を追記した。
⇒
　「従来の外来機能においても地域のニー
ズに応じ，眼科・耳鼻いんこう科・皮膚科・
泌尿器科・婦人科などの診療日を確保し，
専門の医師による診療を継続することで，
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続け
ることができるように医療機能を提供してい
ます。」

4 患者紹介率等

　連携というと紹介・逆紹介というような
話になるが，その前提にあるのは医療
機関同士の交流や信頼関係ということ
になってくると思うため，そのことを具体
的に数字で表すのは様々なやり取りへ
のレスポンスと考えており，例えば紹介
状に対する返書の率が非常に重要な
数字と思う。

各病院
事務局

― ― ―

　各病院において，返書率はほぼ100％で
あり，対象医師に対し督促も行っているた
め目標としての設定は見送ることとする。
　ただし，今後は頻度及びタイミング等につ
いて，紹介元医師のニーズを踏まえた適切
な返書を実施できるよう，院内において周
知及び共有の取組を推進していく。

分類

医
療
機
能
の
強
化
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（３） 委員御意見等に係る変更内容
No. 指摘 対象 当日回答 回答者 頁数 対応内容

5

　本文記載について，広島病院はタスク
シフティング，タスクシェアリング，ＩＣＴ技
術といったようなことが取り上げられて
いるが，これまで続けて来たＴＱＭ活動
の延長線上になり得るのかが疑問であ
り，リエンジニアリングとして仕事の再
定義や再設計するといったことが本質
的な取組になると思うので，本文記載を
再考してほしい。

広島
病院

　今までやってきたＴＱＭはもちろん，５
Ｓ活動について業務の整理整頓など含
めて取り組んでいるので本文に追記し
たい。

板本
広島病
院長

８頁
９頁

次の文を追記した。
⇒
【広島病院】
　「また，病院全体で積極的に展開をしてき
た５Ｓ活動及びＴＱＭ活動で培ったノウハウ
を活かし，ＢＰＲ（ビジネスプロセスリエンジ
ニアリング）を推進して職員負担の軽減を
図り，更なる職員のワーク・ライフ・バランス
の向上を実現することで，より一層の患者
サービスの向上を目指していきます。」
【安芸津病院】
　「また，広島病院と同様に５Ｓ活動及びＴ
ＱＭ活動などの改善活動で培ったノウハウ
を活かしながら職員負担の軽減を図り，更
なる職員のワーク・ライフ・バランスの向上
を実現することで，より一層の患者サービ
スの向上を目指していきます。」

6
　時間外勤務時間については平均値だ
けではなく，全体の分布が分かるような
示し方もお願いしたい。

各病院
　現在の把握は平均42時間程度で分
布は正規分布に近い状況である。

板本
広島
病院長

　令和４年12月末時点において，時間外労
働時間が960時間を超過する医師は１名で
あり，全体の分布等は委員会において示し
ていく。

7
　宿日直許可の状況について明らかに
してほしい。

　かなり昔に取得していたが現在の状
況にそぐわないということで，取り直しに
向けて労働基準監督署と交渉をしてい
る。

板本
広島
病院長

　現在，労働基準監督署と交渉中であり，
委員会において進捗状況を報告していく。

8

患
者
満
足
度
の
向
上

地域アンケート

　患者満足度も確かに大事ではある
が，地域満足度として県下の医療機関
がどれぐらい満足しているかという点に
ついても聞く必要があるのではないかと
思う。

各病院 ― ― ―

　各病院において過去に連携医療機関等
を対象としたアンケートを実施している。
今後のアンケートを実施については，検討
することとする。
⇒
≪参考≫
【広島病院】
　R3.10に連携医療機関に対してアンケート
実施済み
【安芸津病院】
　R4.7に連携医療機関に対してアンケート
実施済み

分類

人
材
育
成
機
能
の
維
持

働き方改革

―


